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M子、K男の2人に共通して言えることは次のことである。
.長さを考える時には単位が必要不可欠であることを学習導入時より強く感じていること
・普遍単位を数値の後につけて表すことが長さという表記上の狭いとらえであったものが任
意単位も含めて単位のいくつ分かで表せるものが長さなのではないかととらえはじめたこと
．長さを比べる時には同じ単位で測らないと比べることができないという単位の必要性に気づ
いていること
これら3つのことは、学習導入時にCnl，nlrn，mといった普遍単位が表記されていれば長さ
ととらえていた2人が、長さを量としてとらえていることにほかならない。そして、長さの学
習を生かし関連づけながら、今後かさや重さの学習をしていくことで、長さ、かさ、重さは同
種の量を単位としてそのいくつ分かで数値化できることに気づき、量としてとらえていけるの
ではないかと期待している。
以上、M子の数学的Writingを中心に、考察を進めてきた。今年度は、子どもの意識の変容や
変容の自覚を探るための手だてとして、数学的Writingを用いている。子どもの発言の内容と
数学的Writingによる記述の内容とを比べてみると、発言では十分伝えることのできなかった
想いやイメージが言葉や図で表されていたり、友だちの意見を取り入れながら自分の考えを検
証・修正・再構築していく過程や様子が読み取ることができる。また、導入時の「長さ」に対
する捉えと学習の最後での「長さ」に対する捉えを比べてみると、子どもたちの変容の様子が
分かる。このように、教師がより子どもの考えを深くとらえ、変容の様子をつかむ手立てとし
ては有効であった。しかし、子どもたち自身が自己の変容を意識することができたかについて
は疑問が残る。数学的Writingをいかに子どもたちのものとして活用していくかを今後模索し
ていかなければならないだろう。また、書く内容についても、ただ単に学習の最後の振り返り
として、分かったことや思ったことを書き残すだけではなく、どのような観点で書き残してい
くかなどしぼる内容を具体化していくことも変容の自覚を促す上で大切なことであり、今後の
課題としていかなければならないだろう。
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